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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
実
証

的
な
デ
ー
タ
が
極
め
て
乏
し

い
の
が
実
状
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
一

口
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
期
待
と

い
っ
て
も
期
待
レ
ベ
ル
の
程

度
の
違
い
と
般
化
性
に
つ
い

て
で
あ
る
。
い
つ
で
も
、
ど

ん
な
出
来
事
で
も
、
実
現
す

べ
く
、
意
義
が
あ
り
、
価
値

あ
る
目
標
で
あ
る
な
ら
ば
、

真
の
楽
観
主
義
者
は
、
障
害

に
出
会
っ
て
も
打
ち
負
け
る

こ
と
な
く
努
力
し
続
け
る
。

他
方
、
悲
観
主
義
者
は
、
将

来
良
い
こ
と
な
ん
か
起
き
る

は
ず
が
な
い
と
信
じ
て
い
る

の
で
、
少
し
具
合
の
悪
い
こ

と
が
起
き
る
と
す
ぐ
に
諦
め
、

脅
威
に
打
ち
勝
ち
挑
戦
し
た

り
す
る
気
に
は
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
、
長
期
間
に
わ

た
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
傾
向

と
し
て
の
楽
観
性
は
、
悲
観

性
に
比
べ
て
、
優
れ
た
心
理

資
源
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
短
期
間
の

眼
前
に
迫
っ
て
い
る
日
常
的

な
個
々
の
課
題
に
対
し
て
は
、

最
悪
な
結
果
を
想
定
し
て
臨

む
悲
観
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

最
高
の
結
果
を
想
定
し
て
臨

む
楽
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
間

に
は
、
課
題
の
成
績
に
顕
著

な
差
異
が
見
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

湧
き
出
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
感
情
を
条
件
と
し

習
慣
の
劇
的
な
改
善
で
あ
る
。

　
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
期

待
を
抱
く
こ
と
は
、
い
つ
で

も
ど
ん
な
状
況
で
も
良
い
結

果
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
期
待
は
、

リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
を
顧
み
ず
、

無
視
し
や
す
い
の
で
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
結
果
を
も
た
ら
す

と
い
う
考
え
も
あ
る
。
リ
ス

ク
を
感
じ
な
け
れ
ば
、
や
る

べ
き
こ
と
を
先
延
ば
し
に
し

て
し
ま
い
、
良
い
結
果
を
も

た
ら
す
た
め
に
必
要
な
予
防

的
な
方
策
を
と
ら
な
い
と
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

知
す
る
と
い
う
知
見
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
課

題
や
目
標
の
達
成
と
い
う
面

で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
課
題
に
取
り
組
む
と
き
、

将
来
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る

と
い
う
楽
観
的
な
期
待
は
、

目
標
達
成
の
過
程
に
お
い
て
、

た
と
え
困
難
に
出
会
っ
て
も

諦
め
る
こ
と
な
く
積
極
的
に

活
動
し
、
最
終
的
に
は
優
れ

た
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う

知
見
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

て
い
る
。
例
え
ば
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
継
続
や
健
康
維
持

の
た
め
の
運
動
習
慣
、
生
活

　
文
化
と
学
問
の
秋
、
一
一

月
の
到
来
。
過
去
を
振
り
か

え
り
、
元
旦
か
ら
数
え
る
と

一
年
も
あ
と
少
し
、
た
っ
た

一
か
月
で
も
う
終
わ
り
と
思

う
か
。
そ
れ
と
も
、
未
来
に

目
を
向
け
て
、
後
期
の
講

義
・
演
習
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、

ま
だ
一
か
月
、
前
進
の
開
始

だ
、
よ
し
！ 

出
発
し
よ
う
と

思
う
か
。
捉
え
方
ひ
と
つ
で

行
動
は
大
き
く
変
わ
っ
て
こ

よ
う
。
コ
ッ
プ
半
分
ま
で

入
っ
た
水
を
見
て
、
ま
だ
半

分
あ
る
と
見
る
か
、
も
う
半

分
し
か
な
い
と
見
る
か
は
、

認
知
の
仕
方
の
差
異
を
示
す

よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
る
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
期
待
や
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
期
待
は
、
そ
の

後
の
人
の
思
考
や
感
情
や
行

動
に
及
ぼ
す
最
も
重
要
な
決

定
因
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
あ
な
た
の
実
際
の
年
齢
で

は
な
く
、
今
現
在
、
何
歳
だ

と
思
い
ま
す
か
と
い
う
主
観

的
年
齢
を
問
わ
れ
る
と
、
多

く
の
人
は
実
際
よ
り
も
若
い

年
齢
で
回
答
す
る
傾
向
が
あ

る
。
心
身
と
も
に
健
康
で
幸

せ
を
満
喫
し
て
い
る
人
は
、

こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
バ
イ

ア
ス
（
偏
り
）
を
持
っ
て
認

な
け
れ
ば
、
楽
観
、
悲
観
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
思
考
の
特
徴

に
見
合
っ
た
や
り
方
で
、
課

題
に
取
り
組
め
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
目
標
達
成
の
過

程
で
、
思
い
通
り
に
い
か
な

い
、
上
手
く
い
か
な
い
時
の

心
の
持
ち
方
も
大
切
だ
。
落

ち
込
ん
だ
り
、
悔
や
ん
だ
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
安
直
に

諦
め
る
の
も
決
し
て
良
い
こ

と
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
限
界
を
感
じ
て

い
る
課
題
を
無
理
や
り
続
け

る
の
は
、
忍
耐
と
い
う
誇
り

は
得
ら
れ
て
も
失
う
こ
と
も

多
い
。
そ
う
い
う
時
は
、
諦

め
で
は
な
く
解
放
と
捉
え
れ

ば
良
い
の
で
あ
る
。
課
題
の

難
易
度
に
応
じ
た
バ
ラ
ン
ス

力
が
大
切
で
あ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
心
が
し
な
や
か
に

な
る
。

　
近
年
、
本
人
が
意
識
し
よ

う
と
し
ま
い
と
、
前
向
き
な

言
葉
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
、

触
れ
た
り
す
れ
ば
、
心
は
活

発
に
動
き
始
め
る
。
意
欲
が

高
ま
り
、
そ
の
後
の
課
題
へ

の
姿
勢
が
積
極
的
に
な
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

表
の
中
の
言
葉
を
参
照
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
あ
、
日
々
新
た
な
り
の

姿
勢
で
、
今
日
も
明
日
も
果

敢
に
前
進
の
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
。

(

ふ
る
か
わ
　
ま
さ
と)

　
本
学
附
属
昭
和
高
等
学
校

は
、
平
成
二
六
年
度
に
文
部

科
学
省
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
S
G
H
）
」
の
指
定
を
受
け
、

「
大
学
や
実
社
会
と
連
動
さ

せ
た
デ
ュ
ア
ル
グ
ロ
ー
バ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
研
究

開
発
構
想
を
推
進
し
、
女
性

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本

展
は
そ
の
成
果
を
公
開
す
る

教
育
普
及
活
動
の
一
環
と
し

て
開
催
す
る
。

　
今
回
は
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
」
と
、

ス

ー

パ

ー

グ

ロ

ー

バ

ル

（
S
G
）
グ
ル
ー
プ
が
四
つ
の

L
A
B
O
に
分
か
れ
て
行
う

「
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
活
動
を
紹
介
す
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
大
学
や
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
な

ど
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

成
り
、
大
学
生
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
。

こ
の
展
示
に
は
、
大
学
生
に

と
っ
て
も
自
身
の
生
き
方
・

歩
み
方
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ

ン
ト
が
あ
る
。
特
に
夏
季
海

外
研
修
で
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
タ
イ
で
の
実
地
体
験
に

注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

秋
桜
祭
で
は
、
高
校
生
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
る
。  

（
光
葉
博
物
館)

　
「
日
中
友
好
大
学
生
訪
中

団
」
は
、
日
中
間
の
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

日
本
人
大
学
生
を
中
国
へ
派

遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
日

中
国
交
正
常
化
四
五
周
年
の

本
年
は
、
東
京
大
学
な
ど
か

ら
五
〇

〇
名
の

大
学
生

が
派
遣
さ
れ
た
。
本
学
か
ら

二
〇
名
の
学
生
が
参
加
し
た

友
好
協
会
分
団
は
八
月
二
六

日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
主

に
北
京
と
成
都
の
街
を
視
察

し
た
。
万
里
の
長
城
や
故
宮

博
物
院
な
ど
の
世
界
遺
産
見

学
に
加
え
、
日
中
の
大
学
生

各
五
〇
〇
名
、
総
勢
一
〇
〇

〇
名
で
行
わ
れ
た
千
人
交
流

会
に
参
加
し
、
北
京
大
学
の

学
生
と
の
交
流
を
深
め
た
。

現
在
日
本
と
中
国
を
取
り
巻

く
政
治
問
題
は
多
々
あ
る

が
、
日
中
の
学
生
で
行
っ
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

同
じ
ア
ジ
ア
の
大
学
生
と
し

て
、
今
後
の
日
中
関
係
に
つ

い
て
共
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て

で
は
な
く
、
実
際
に
自
分
の

目
で
見
て
感
じ
た
中
国
は
、

全
て
に
お
い
て
大
き
く
て
、

優
し
か
っ
た
。
今
回
派
遣
さ

れ
た
私
た
ち
が
、
今
後
の
日

中
間
の
繋
が
り
を
強
化
す
る

架
け
橋
に
な
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
と
強
く
思
う
。

(

英
コ
ミ
　
波
田
野
ほ
の
か)

ま
だ
あ
る
！

　も
う
な
い
！

古

　川

　眞

　人

図
書
館
長

表：前向きな言葉で心にスイッチを！

◆　ピンチ → チャンス
◆　計画性がない → 土壇場に強い
◆　存在感がない → 周りにとけ込める
◆　臆病 → 慎重
◆　神経質 → よく気がつく
◆　雑 → 細かいことにこだわらない
◆　飽きっぽい → 好奇心が旺盛
◆　せっかち → エネルギッシュ
◆　説得力がない → 相手の考え方を尊重
◆　太り過ぎ → 恰幅がよい、デラックス
◆　加齢臭 → 華麗臭：年を重ねたものだけが放てる
　　　　　　　　　　　芳醇な香り

今
月
の
昭
和
学
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取
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取
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今
年
竣
工
し
た
、
本
学
で

最
も
新
し
い
「
９
号
館
」
。

正
門
か
ら
最
も
近
く
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
開
放
感
溢
れ
る
校

舎
の
出
現
に
よ
り
正
門
か
ら

の
眺
め
も
一
新
し
た
。
こ
の

校
舎
は
、
今
年
開
設
さ
れ
た

食
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

と
、
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
が

主
に
使
用
し
、
実
験
室
や
体

育
施
設
「
ア
リ
ー
ナ
」
が
あ

る
地
下
一
階
、
地
上
三
階
の

建
物
で
あ
る
。
今
回
の
「
学

内
探
検
」
で
は
、
こ
の
９
号

館
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
紹
介
す
る

の
は
、
地
下
に
あ
る
ア
リ
ー

ナ
だ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

が
一
面
と
れ
る
体
育
施
設

で
、
大
学
の
授
業
の
ほ
か
、

附
属
や
Ｂ
Ｓ
Ｔ
の
授
業
等

や
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活

動
で
使
用
し
て
い
る
。
地
下

と
い
っ
て
も
二
つ
の
壁
面
の

ガ
ラ
ス
窓
か
ら
光
が
入
る
た

め
明
る
い
印
象
で
あ
る
。

 

一
階
に
は
、
食
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
の
教
授
室
や

テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
付
き
一
〇

〇
名
収
容
の
教
室
や
、
様
々

な
測
定
機
器
の
置
か
れ
た
演

習
室
が
あ
る
。
ま
た
、
一
階

の
窓
越
し
に
ア
リ
ー
ナ
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
・

三
階
に
は
、
普
通
教
室
二
つ

分
の
広
さ
の
実
験
室
が
あ

り
、
フ
ラ
ス
コ
等
の
つ
い
た

実
験
機
器
が
載
せ
ら
れ
た
机

が
並
ぶ
。
教
室
の
一
隅
に

は
、
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー

が
あ
り
、
吸
う
と
危
険
な
薬

品
を
排
気
を
行
い
な
が
ら
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
い

ず
れ
の
教
室
も
、
後
方
に
は

モ
ニ
タ
ー
が
付
い
て
お
り
、

後
ろ
の
席
か
ら
で
も
、
理
解

し
や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
る
。

　
三
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
は
、
両
学
科
の
学
生
が
リ

ソ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も

利
用
し
て
い
た
。

　
授
業
以
外
で
は
な
か
な
か

使
用
す
る
機
会
は
な
い
が
、

９
号
館
ア
リ
ー
ナ
を
使
っ
た

全
学
科
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
等

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

(

学
報
委
員
　
金
井
咲
枝
　

齊
藤
美
咲
・
行
方
麻
里
子

町
田
菜
々
花)

私
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
主
に
二

つ
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
一
つ

目
は
、
物
流
業
界
に
つ
い
て

で
あ
る
。
上
屋
業
務
や
通
関

業
務
、
配
達
業
務
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）

を
通
し
て
、
貨

物
が
お
客
様
の

も
と
へ
届
け
ら

れ
る
過
程
を
学

び
、
物
流
に
つ

い
て
の
知
識
を

深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
物
流

業
界
に
抱
い
て

い
た
重
労
働
と

　
私
は
、
国
際
貨
物
輸
送
の

フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
　エ
ク
ス
プ

レ
ス
で
、
八
月
五
日
か
ら
一

九
日
ま
で
の
約
二
週
間
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
。
大
変
充
実
し
た
二
週
間

で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

会
執
行
部
、
附
属
生
徒
・
児

童
・
園
児
の
代
表
者
が
参
列

し
た
。

　
ま
ず
、
逝
去
さ
れ
た
先
生

方
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
理
事

長
講
話
、
献
花
等
に
続
き
、

参
列
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
先
生
方

へ
の
追
慕
の
念
と
共
に
、
学

園
の
創
立
当
初
を
思
い
つ

つ
、
今
後
の
学
園
発
展
の
精

進
を
誓
い
合
っ
た
。

　
本
年
先
哲
之
碑
に
お
祀
り

申
し
上
げ
た
先
生
方
は
、
平

成
二
八
年
七
月
一
日
か
ら
二

九
年
六
月
三
〇
日
に
逝
去
さ

れ
た
非
常
勤
・
退
職
者
を
含

む
教
員
、
ま
た
は
未
合
祀
の

教
員
で
次
の
方
々
で
あ
る
。

永
岡 

敦 

先
生

　
元 

外
国
語
科 

専
任
講
師

佐
野 

武
仁 

先
生

　
元 

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科 

教
授

野
々
山 

三
枝 

先
生

　
元 

近
代
文
化
研
究
所

専
任
講
師

内
須
川 

洸 

先
生

　
元 

心
理
学
科 

教
授

川
原
田 

璋 

先
生

　
元 

生
活
科
学
科 

教
授

横
山 

淳
一 

先
生

　
元 

日
本
語
日
本
文
学
科

 

非
常
勤
講
師

副
田 

悦
子 

先
生

　
元 

初
等
部 

教
諭

渡
辺 

和
子 

先
生

客
員
教
授

内
田 

啓
一 

先
生

　
元 

歴
史
文
化
学
科 

教
授

渡
辺 

弘
一
郎 

先
生

　
元 

国
文
学
科 

教
授

　
一
〇
月
五
日
、
先
哲
の
慰

霊
祭
を
行
っ
た
。
式
に
は
、

坂
東
眞
理
子
理
事
長
・
総

長
、
金
子
朝
子
学
長
を
は
じ

め
、
諸
先
生
方
、
大
学
学
友

　
私
は
八
月
二
一
日
か
ら
九

月
一
日
ま
で
の
二
週
間
、
大

手
総
合
建
設
会
社
で
あ
る
大

成
建
設
株
式
会
社
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。

私
は
設
計
二
部
と
い
う
、
主

に
空
港
の
意
匠
設
計
を
行
っ

て
い
る
部
署
に
配
属
さ
れ
た
。

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
建

築
を
学
ん
で
お
り
、
将
来
的

に
は
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
設
計

を
仕
事
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
期
間
中
は
設
計
の
過
程
や

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
お
け

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
方
な
ど
を
教
わ
っ
た
。
ま

た
、
資
料
と
し
て
建
築

予
定
の
モ
デ
リ
ン
グ
の

パ
ー
ス
を
制
作
し
た
。

同
社
で
使
用
し
て
い
る

モ
デ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の

使
用
は
初
め
て
で
あ
っ

た
た
め
、
大
変
だ
っ
た

が
、
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

し
て
頂
け
た
お
か
げ
で

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
自
分
で
画
角
や

色
合
い
を
考
え
て
制
作

し
、
確
認
し
て
頂
く
な

ど
、
実
際
的
な
働
き
方

を
体
験
さ
せ
て
頂
け
た
。

大
学
で
は
学
べ
な
い
仕

事
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験

と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
、
今
後
は
自
分
の
将
来

を
見
据
え
、
勉
学
に
励
ん
で

い
き
た
い
。

(

環
境
　
飛
田
知
美)

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、

チ
ー
ム
全
体
が
一
つ
と
な
っ

て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が

物
流
の
大
き
な
魅
力
だ
と

知
っ
た
。
二
つ
目
は
、
チ
ー

ム
力
で
あ
る
。
多
く
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
他
大
学

の
学
生
と
一
緒
に
一
つ
の
こ

働
き
方
改
革
の
提
案
、
セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。
営

業
同
行
の
他
に
、
岡
村

製
作
所
の
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
や
納
入
先
の
見
学
、

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
会

に
も
参
加
し
た
。
期
間

中
に
五
、
六
名
の
社
員

の
方
に
同
行
し
、
移
動

時
間
な
ど
に
た
く
さ
ん

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。

(

心
理
　
大
橋
め
ぐ
み)

と
に
取
り
組
み
、
発
表
す
る

こ
と
で
、
チ
ー
ム
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て

尊
敬
で
き
る
仲
間
に
出
会
え

た
こ
と
も
大
き
な
財
産
に

な
っ
た
。

(

英
コ
ミ
　
市
川
実
咲)

　
私
は
株
式
会
社
岡
村
製
作

所
で
、
営
業
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。
岡
村

製
作
所
は
大
手
オ
フ
ィ
ス
家

具
メ
ー
カ
ー
で
、
オ
フ
ィ
ス

家
具
以
外
に
も
、
お
店
の
什

器
や
、
物
流
に
関
わ
る
機
械

も
製
造
し
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
は
五
日

間
で
、
私
は
オ
フ
ィ
ス
家
具

の
営
業
同
行
を
主
に
体
験
さ

せ
て
頂
い
た
。
営
業
同
行
で

は
、
営
業
担
当
の
方
と
と
も

に
、
顧
客
の
方
を
訪
問
し
た
。

顧
客
の
方
の
お
話
を
聴
い
て
、

ど
ん
な
こ
と
や
、
も
の
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
を
引
き

出
す
の
が
営
業
の
仕
事
だ
と

い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
ま

た
同
社
は
、
自
社
の
商
品
を

売
る
だ
け
で
は
な
く
、
オ

フ
ィ
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、

先
哲
の
慰
霊
祭

◆ 
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス 

エ
ク
ス
プ
レ
ス

◆ 

大
成
建
設
株
式
会
社

◆ 

株
式
会
社
岡
村
製
作
所

学
内
探
検
「
９
号
館
」

学
内
探
検
「
９
号
館
」

配達業務のＯＪＴを受ける市川さん

見
積
書
の
作
成
体
験
を
す
る
大
橋
さ
ん

パ
ー
ス
を
作
成
す
る
飛
田
さ
ん



こ
う
と
す
る
の
は
日
本
人
だ

け
で
、
自
分
の
思
い
が
空
回

り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

ん
な
時
に
救
わ
れ
た
の
は
、

青
く
澄
ん
だ
空
に
幻
想
的
な

雲
が
ひ
ろ
が
る
雄
大
な
風
景

や
、
夜
に
な
る
と
目
の
前
に

は
っ
き
り
と
天
の
川
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
絶
景

と
、
一
緒
に
寝
食
を
共
に
し

た
仲
間
た
ち
の
笑
顔
で
あ
っ

た
。
高
層
ビ
ル
と
人
に
囲
ま

れ
た
生
活
を
脱
し
、
二
週
間

で
は
あ
っ
た
が
遊
牧
民
の
生

活
を
体
験
し
、
仲
間
と
の
絆

を
深
め
、
自
分
に
つ
い
て
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に
も
有
意
義
な
後

期
を
送
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

(
福
祉
　
川
野
史
織)

　
７
号
館
一
階
に
あ
る
博
物

館
は
、
平
成
六
年
四
月
一
一

日
に
開
館
し
、
九
月
一
六
日

に
歴
史
博
物
館
と
し
て
東
京

都
よ
り
博
物
館
相
当
施
設
に

指
定
さ
れ
た
。
展
覧
会
は
年

に
六
回
行
わ
れ
、
春
と
秋
に

は
学
園
で
の
学
び
を
深
め
る

様
々
な
テ
ー
マ
で
特
別
展
を

開
催
し
て
い
る
。
特
別
展
の

ス
で
向
か
う
の
だ
が
、
悪
路

に
阻
ま
れ
半
日
後
す
っ
か
り

泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
到
着
し

た
。
今
回
の
ワ
ー
ク
で
は
、

現
地
の
学
校
の
体
育
館
と
外

壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
等
を
行
っ

た
。
村
人
と
も
協
力
し
鮮
や

か
な
ペ
ン
キ
を
塗
り
進
め
た

の
だ
が
、
予
定
を
立
て
て
動

　
八
月
五
日
～
一
八
日
ま

で
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人 g

ood
!

（The G
lobal O

rganaization 

O
f 

D
ream

ers! ) 
が
主
催
す

る
、
モ
ン
ゴ
ル
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
た
。
ワ
ー
ク
地
エ
ル

デ
ン
ツ
ァ
ガ
ー
ン
へ
は
、
首

都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
バ

ほ
か
、
学
芸
員
課
程
履
修
学

生
に
よ
る
展
示
や
、
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
卒
業
制
作
展

も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
私
達
学
報
委
員
は
、

一
般
収
蔵
庫
や
特
別
収
蔵
庫

な
ど
公
開
さ
れ
て
い
な
い
施

設
を
含
め
、
博
物
館
長
の
安

蔵
裕
子
先
生
や
学
芸
員
の
有

路
素
子
主
任
に
博
物
館
を
ご

案
内
頂
い
た
。

　
博
物
館
の
地
下
に
は
二
つ

の
収
蔵
庫
が
あ
り
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
般
収
蔵
庫
に
は
、
二
代
目

理
事
長
人
見
楠
郎
先
生
が
収

集
し
た
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
、
漆
器
類
や
漆
関

連
資
料
、
仮
面
や
民
具
な
ど

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

隣
に
あ
る
特
別
収
蔵
庫
は
、

大
き
な
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
鍵
が

扉
に
つ
い
て
お

り
、
庫
内
は
一

定
の
温
湿
度
に

保
た
れ
て
い
る
。

収
蔵
品
の
な
か

で
も
、
よ
り
デ

リ
ケ
ー
ト
で
貴

重
な
資
料
が
収

め
ら
れ
て
い
た
。

今
回
は
、
木
製

の
引
き
出
し
の
中
か
ら
、
第

三
代
学
長
で
、
有
職
故
実
が

ご
専
門
の
河
鰭
實
英
先
生
が

寄
贈
さ
れ
た
有
職
文
様
の
装

束
や
漆
塗
り
の
沓
な
ど
を
特

別
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

引
き
出
し
に
入
っ
て
い
な
い

資
料
も
、
木
箱
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
資
料
が
傷
ま
な
い

よ
う
丁
寧
に
保
管
さ
れ
て
い

た
。

　
収
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、

卒
業
論
文
等
で
研
究
さ
れ
た

品
も
あ
り
、
展
示
品
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
形
で

博
物
館
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
だ
。

　
展
示
室
の
ほ
か
、
７
号
館

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
も

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待
つ
時
間

も
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
。
私
達
が
見
学
し
た
際
は
、

ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
公
開

さ
れ
て
お
り
、
一
見
ベ
ル
と

は
わ
か
ら
な
い
フ
ク
ロ
ウ
や

亀
の
形
を
し
た
珍
し
い
品
を

は
じ
め
、
世
界
各
地
の
ベ
ル

が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
見
学
時
に
は
休
館
中
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
る
一
一
月
に
は
秋
の

特
別
展
が
開
催
さ
れ
る
。
展

示
室
は
、
天
井
が
高
く
ゆ
っ

た
り
と
し
て
お
り
、
窓
か
ら

は
昭
和
之
泉
の
緑
あ
ふ
れ
る

空
間
を
臨
む
、
知
る
人
ぞ
知

る
和
み
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
友
人
を
誘
い
、

博
物
館
を
訪
れ
る
こ
と
を
お

薦
め
し
た
い
。

(

学
報
委
員
　
青
井
玲
奈･

　

安
達
愛
梨･

�
沼
実
希)
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歴
史
文
化
学
科
で
日
本
近

現
代
史
を
担
当
す
る
松
田
先

生
に
お
話
を
伺
っ
た
。
授
業

か
ら
受
け
る
「
熱
血
」
と
い

う
印
象
そ
の
ま
ま
に
、
熱
く

語
っ
て
下
さ
っ
た
。

　
先
生
は
、
小
学
生
の
頃
に

大
河
ド
ラ
マ
や
新
田
次
郎
の

『
武
田
信
玄
』
を
き
っ
か
け

に
歴
史
に
興
味
を
持
つ
よ
う

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
卒
論

の
テ
ー
マ
選
び
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
『
農
政
運
動
史
資
料
』

と
い
う
史
料
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。
大
正
一
一（
一
九
二
二
）

年
に
法
改
正
さ
れ
た
農
会
に

関
す
る
史
料
で
あ
る
。
法
改

正
に
よ
り
、
農
業
者
は
農
会

(

農
業
者
た
ち
に
経
営
の
指
導
を
す

る
代
わ
り
に
、
会
費
を
徴
収
す
る

)

に
、
強
制
的
に
加
入
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
比
較

的
自
由
な
大
正
時
代
な
の
に
、

農
業
者
が
経
営
指
導
を
受
け

る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
こ
と

に
違
和
感
を
感
じ
た
先
生
は
、

農
会
法
改
正
の
意
義
を
論
じ

た
卒
論
を
皮
切
り
に
研
究
を

進
め
、
平
成
二
四
年
に
は
著

書
を
出
版
し
た
。
近
現
代
日

本
に
お
け
る
生
存
の
義
務
を

論
じ
る
現
在
の
研
究
に
も
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
研
究
生
活
で
、
行
き
詰
ま

る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か

と
尋
ね
て
み
る
と
、
先
生
は

次
の
よ
う
に
話
し
て
下
さ
っ

た
。
「
研
究
の
軸
が
定
ま
っ

て
い
れ
ば
、
直
接
的
な
史
料

は
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
間

接
的
な
史
料
か
ら
読
み
解
く

こ
と
が
出
来
る
。
史
料
の
読

み
方
に
決
ま
り
は
な
く
、
史

料
の
引
き
出
し
方
や
繋
ぎ
方

も
様
々
で
、
集
め
た
史
料
の

中
か
ら
一
番
面
白
い
と
こ
ろ

で
勝
負
す
る
こ
と
が
楽
し

い
」
と
い
う
。
松
田
先
生
の

恩
師
も
「
求
め
て
い
る
人
に

は
史
料
が
必
ず
あ
る
」
と
話

さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
探
究

す
る
喜
び
を
感
じ
た
り
、
他

国
の
人
と
共
通
の
土
台
が
出

来
る
こ
と
、
世
界
観
を
共
有

出
来
る
こ
と
も
、
歴
史
を
学

ぶ
魅
力
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と

松
田
先
生
は
語
ら
れ
た
。

　
松
田
先
生
同
様
、
私
た
ち

自
身
も
歴
史
文
化
学
科
で
歴

史
を
学
ん
で
い
る
わ
け
だ
が
、

自
分
が
い
か
に
歴
史
を
知
ら

な
い
か
を
痛
感
す
る
こ
と
が

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
も
っ
と

知
り
た
く
な
り
、
苦
労
し
て

解
読
し
た
史
料
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
に
喜
び
を
感
じ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代

に
お
い
て
は
、
様
々
な
国
の

人
と
関
わ
る
機
会
も
多
い
。

そ
の
時
に
、
相
手
の
国
に
つ

い
て
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

ま
ず
、
自
分
の
国
の
歴
史
と

文
化
へ
の
理
解
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
他
学
科
の
学
生

の
方
に
も
、
熱
く
語
り
あ
え

る
ほ
ど
面
白
い
歴
史
を
改
め

て
学
ん
で
ほ
し
い
。

(

歴
文
　
小
尾
香
菜
子

金
井
咲
枝
・
吉
村
知
華)

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
初
め
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
戦
国
時

代
で
あ
っ
た
が
、
司
馬
遼
太

郎
の
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
な
ど

を
読
む
う
ち
に
、
近
現
代
な

ど
へ
と
興
味
の
あ
る
時
代
が

広
が
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
東
京
大
学
文
学
部

に
進
学
さ
れ
、
専
攻
を
決
め

る
際
に
は
少
し
迷
い
が
あ
り

つ
つ
も
歴
史
を
選
ば
れ
た
。

今
の
先
生
か
ら
は
想
像
出
来

な
い
が
、
当
時
は
自
分
に
自

信
が
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ

こ
で
史
料
的
裏
付
け
に
基
づ

い
た
確
か
な
議
論
が
で
き
る

点
に
魅
力
を
感
じ
歴
史
学
を

選
ん
だ
そ
う
だ
。

　
九
月
一
〇
日
に
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｐ

О
法
人
ハ
ン
ズ
オ
ン
東
京
が

主
催
す
るLIVES TO

K
YO

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
。
同
活
動
は
、
障
が

い
な
ど
多
様
な
個
性
を
持
つ

人
々
が
、
皆
と
一
緒
に
仕
事

や
食
事
を
し
、
楽
し
く
笑
い

あ
え
る
社
会
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
今
回
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
に
よ
る
講

演
や
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
の
体

験
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
私
は
、
来
て
く
だ
さ
っ
た

方
が
迷
わ
ず
会
場
へ
行
け
る

よ
う
に
、
最
寄
り
駅
で
道
案

内
を
し
た
。
こ

の
活
動
に
参
加

す
る
ま
で
の
私

は
、
障
が
い
の

あ
る
方
を
見
る

と
、
関
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
た

り
、
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
い

た
。
今
回
の
活

動
で
彼
ら
と
ふ

れ
あ
い
感
じ
た
の
は
、
彼
ら

は
私
た
ち
以
上
に
周
囲
に
気

配
り
で
き
る
人
や
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
人
、
元

気
や
勇
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
人
、
笑
顔
が
素
敵
な
人
が

多
い
こ
と
だ
。
車
椅
子
で
来

ら
れ
た
方
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ま
で
案
内
し
た
際
、
「
あ
な

た
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
と
同
時
に
、
活
動

に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
心

か
ら
感
じ
た
。

　
こ
の
団
体
は
、
ア
メ
リ
カ

の
方
が
創
設
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
者
の
多
く
は
海

外
の
方
で
ス
タ
ッ
フ
同
士
は

主
に
英
語
を
用
い
る
の
で
、

英
語
を
学
ぶ
私
に
と
っ
て
、

そ
の
点
も
大
変
良
い
経
験
に

な
っ
た
。

(

ビ
ジ
ネ
ス
　
髙
橋
和
乃)

光
葉
博
物
館

光
葉
博
物
館

教
職
員
に
聴
く
！

教
職
員
に
聴
く
！

歴
史
文
化
学
科
准
教
授
　

松
田
　
忍
先
生

先
生
の
研
究
室
訪
問

　
熱
く
歴
史
を
語
ろ
う

モ
ン
ゴ
ル
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

右
が
髙
橋
さ
ん

LIV
ES

 T
O

K
Y

O

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
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を
考
え
、
今
後
も
参
加
者
全

員
で
女
川
町
と
世
田
谷
を
つ

な
ぐ
「
架
け
橋
」
に
な
っ
て

い
き
た
い
。

(

Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
　
原
田
萌
々
香)

み
具
合
や
町
の
変
化
が
感
じ

ら
れ
、
継
続
の
重
要
性
を
感

じ
た
。

　
東
京
で
の
学
生
生
活
の
中

で
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

た
地
域
の
方
の
中
に
は
、
覚

え
て
い
て
く
だ
さ
る
方
も
お

り
、
自
分
が
来
た
だ
け
で
も

喜
ん
で
く
だ
さ
る
方
や
、
活

動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方

の
存
在
に
、
心
が
温
か
く

な
っ
た
。
継
続
し
て
同
地
を

訪
れ
る
こ
と
で
、
復
興
の
進

　
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る

女
川
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
九

月
一
一
日
か
ら
四
泊
五
日
で

二
九
名
の
学
生
が
活
動
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
た

私
が
今
回
リ
ー
ダ
を
務
め
、

目
標
を
「
感
じ
る
・
学
ぶ
・

伝
え
る
」
と
し
た
。
交
流
し

　
一
一
月
一
一
・
一
二
日
（ 

土
・

日)

の
両
日
、
二
五
回
目
を

迎
え
る
秋
桜
祭
を
い
よ
い
よ

開
催
す
る
。
今
年
の
秋
桜
祭

に
は
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
・
有
志

団
体
が
参
加
し
、
一
層
の
盛

り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
今
年
の
秋
桜
祭
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
輝(

か
が
や
き)

」

に
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

個
性
の
輝
や
、
輝
か
し
い
思

い
出
、
輝
く
笑
顔
な
ど
、
多

く
の
「
輝
」
で
溢
れ
る
秋
桜

祭
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ

に
込
め
た
思
い
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
私
た
ち
秋
桜
祭

実
行
委
員
会
一
四
一
名
の
学

生
は
、
当
日
ま
で
全
力
で
準

備
を
進
め
て
い
く
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
、
ご
家
族
や
友
人
を
誘
っ

て
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
輝
く
秋
空
の
も
と
、

秋
桜
祭
を
存
分
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。

(

秋
桜
祭
実
行
委
員
長

　
岩
﨑
佑
衣)

か
ら
は
学
年
ご
と
に
分
か
れ

て
、
学
生
が
力
を
傾
け
て
準

備
し
た
「
ウ
キ
ウ
キ
教
室
」
を

開
講
。
三
年
生
は
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
イ
ッ
チ
の
装
置
作
り
や
、

都
道
府
県
に
つ
い
て
の
勉
強
、

四
年
生
は
食
塩
せ
っ
け
ん
や
、

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
の
作
成
、

五
年
生
は
英
語
の
授
業
や
、

自
分
た
ち
の
小
学
校
を
紹
介

す
る
活
動
に
取
り
組
み
、
六

年
生
は
玉
ね
ぎ
の
皮
染
め
や
、

空
気
砲
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
ど
の
教
室
の
子
ど
も
た
ち

も
生
き
生
き
と
授
業
に
参
加

し
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
も
ら
え
た
の
で
は
と
思

う
。
六
月
か
ら
の
準
備
も
学

寮
で
の
実
施
も
大
変
だ
っ
た

が
、
教
師
へ
の
第
一
歩
と
な

る
、
得
る
と
こ
ろ
の
多
い
五

日
間
と
な
っ
た
。

（
初
教
　
酒
井
萌
）

ら
終
了
ま
で
の
す
べ
て
を
本

学
科
の
学
生
が
行
う
。
今
年

も
館
山
市
内
の
三
年
生
か
ら

六
年
生
の
児
童
が
多
数
参
加

し
て
く
れ
た
。

　
教
室
一
日
目
は
、
運
動
会

や
絵
本
作
り
、
ダ
イ
バ
ー
（
浮

沈
子
）
作
り
な
ど
の
「
ワ
ク
ワ

ク
教
室
」
を
行
っ
た
。二
日
目

　
八
月
二
一
日
～
二
五
日
ま

で
の
五
日
間
、
初
等
教
育
学

科
三
年
生
三
九
名
が
、
館
山

市
教
育
委
員
会
と
共
催
の

「
館
山
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
た
。
望
秀
海
浜
学
寮
で
小

学
生
向
け
の
「
夏
休
み
ワ
ク

ワ
ク
・
ウ
キ
ウ
キ
教
室
」
を

開
催
す
る
も
の
で
、
準
備
か

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
一
泊
し
た
際

は
、
畑
仕
事
を
中
心
に
薪
割

り
や
藍
染
、
パ
ン
作
り
な
ど

を
体
験
し
た
。
自
然
の
中
で

　
九
月
一
日
～
五
日
に
実
施

し
た
伊
那
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

は
、
今
年
で
五
回
目
と
な
る
。

は
じ
め
て
参
加
し
た
私
の
参

加
理
由
は
、
い
つ
も
の
場
所

を
離
れ
、
新
し
い
人
や
場
所
、

価
値
観
と
出
会
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
「
高
遠
の
町
ぶ
ら
り
」
で

は
伊
那
の
歴
史
を
現
地
で
学

び
、
地
元
の
方
と
の
会
話
で

人
々
の
温
か
さ
に
触
れ
た
。

学
校
に
馴
染
め
な
い
子
ど
も

と
自
給
自
足
を
目
指
し
て
生

活
し
て
い
る
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
た
二
日

間
は
、
時
間
に
対
す
る
考
え

を
は
じ
め
、
多
様
な
考
え
方

に
出
会
う
二
日
間
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
私
が
感
じ
た
伊
那

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
伊
那
と
世
田

谷
を
結
ぶ
活
動
を
し
て
い
き

た
い
。

(

Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
　
佐
久
間
彩
子)

◆
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
人
び
と
に
学
ぶ
女
川
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

◆
都
市
と
農
村
を
結
ぶ 

伊
那
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

も
う
す
ぐ
秋
桜
祭
！

も
う
す
ぐ
秋
桜
祭
！

　まだ暑さの続く８

月４日、国立国会図

書館見学に参加させ

ていただいた。見学

者控え室に荷物を置き、担当の職員の方に続いて図

書館に入ると、そこにはこれまで知っている図書館

とは違った光景が広がっていた。国会図書館では、大

半の蔵書は書庫にあり、さらに館外貸し出しも行わ

れていないため、見えるところに本はなく、全て閲覧

の請求をすることになる。

　国立国会図書館は日本で唯一の国立図書館であり、

納本制度によって国内全ての出版物が図書はもちろ

んのこと、新聞から楽譜に至るまで収集、保存されている。また、「国会」図

書館としての役割も果たしており、立法機関の一部として国政課題の調

査や法案の分析なども行っている。

　今回の見学では、利用者が立ち入ることのできない地下８階まである

地下書庫等を案内していただいた。書庫は、より多くの資料を保存するた

め天井は低く、そこに電動書架がずらりと並べられている。国会図書館で

は資料の内容による選択はせず、出版物の全てを保管している。一見些末

に思われる資料でも、時が経過し、また膨大な資料の集積でその時代が見

えてくることもある。そのためには、資料の利用と保存を両立させていく

ことが大切なのだという、職員の方の言葉が強く印象に残った。　　　　

　日頃、利用する本学図書館だけではなく、是非一度国立国会図書館に足

を運んでみてはいかがだろうか。これまで知らなかった知識や情報に出

会えるかもしれない。　　　　　　　　　　　  （学報委員　加藤すみれ）

行　事　予　定

11月 1日(水)【女教】重太みゆき氏「インプレッショントレーニング®

～印象力で夢をかなえる～」(15:30)

生活機構学専攻博士論文中間発表会(16:00) 

11月 7日(火) 金曜代替日

【文研】ミュージカル『アンデルセン』(18:15)

11月 8日(水) 墓前祭(11:00)、【女教】古屋典子氏｢シンフォニックな食卓から

世界を愉しむ」―リズム音楽の名手　セネガル太鼓奏者を誘って－｣(15:30）

11月10日(金) 秋桜祭準備(１日休講)

11月11日(土) 秋桜祭(１日休講)

11月12日(日) 秋桜祭

11月13日(月) 秋桜祭片付け(１日休講)

11月14日(火)【文研】ウィーン楽友協会合唱団(18:15)

11月15日(水)【女教】野口健氏「富士山から日本を変える」(15:30）

11月17日(金) 第86回メンターフェア(12:00)

11月18日(土) 第53回メンターカフェ｢メディアの世界で働く！」(13:30）

11月19日(日）指定校制・公募制・光葉同窓会推薦入学試験

11月22日(水)【女教】永井陽右氏「新しい紛争解決～イスラム過激派

組織を止めるために必要なこと～」(15:30）

11月25日(土) インターンシップ報告会(13:00)

11月28日(火) 第87回メンターフェア(12:00)

11月29日(水) SPI能力・一般常識模擬試験 (３年生対象　15:00）

Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｏ（
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

夏
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ ―

 

風
の
学
校

DREAM手帳2018は
来年4月に配布予定！
DREAM手帳2018は
来年4月に配布予定！

初
等
教
育
学
科

館
山
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

初
等
教
育
学
科

館
山
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施


